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しはじめに

ソフトウェア開発過程を形式的に記述する試みがなされ

ていまl-3l形式的記述を行なうことによってあいまいさなく

人々に伝えることができたり、また正しさの検証を行なっ

たりできる。我々は開発過程を関数型言語PDL(Process

DescriPtion Language)を用いて記述している?また、こ

の記述を解釈実行し、その開発過程の支援環境を提供する

PDLインタプリタを作成した~l PDLは、記述の自由度が高く
制御の流れや状態の変化を細かに記述できるが、開発過程

全体を分かりやすい形で記述することが関難であった。本

稿では、開発過程をBP(BehavioralProcess)記述と呼ぷス

タイルで構造的に記述を行なうことのできるSPDL(Soft'ー

ware Process Description Language)について述べる。

2.開発過程の記述

プロセス Pは、計算機システムをある状態SIから別の状

態S2に変える状態遷移関数であるけ(St}=S2)。いろいろ

なユーティリティプログラム〈ツール)の実行(例えばソ

ーティング、コンパイル害事〉や人間がツールと対話的iこ行

なう作業(文章や図のエディ・ット、ゲームプログラムの実

行等)、人間が箆接行なう作業(コマンドを投入する、シ

ステムのメ yセージに応答する等)はプロセスである。 2

つのプロセスの合成 PdPdS))、及び並列 Pl I P2もプロ

セスである。また次の式で定義容れる関数Pもプロセスで

ある(特にBehavioralProcess. BPと呼ぶ)。

P (S) 呈 if Precondl (S) then Al (S) 

else if Precond2(S) then A2(S) 

else if Precondm(S) then Am(S) 

else P・(PoOdy(S))

ただし

P' (S) '" i f Postcondl (S) then Bl (S) 

else if Postcond2(S) then B2(S) 

else if Postcondn(S) then Bn(S) 

else S 

ここでPrecondl.….Precondm. Postcondl.…. Pos tcondn 
はシステムの状態からブール値へ射影する関数、 Ai (O~ i 

~m) は式p' (PoOdy(S))またはP;(S)を表わす (P;は任意の

プロセス)0 Pbo dνは任意のプロセスであるo Bj (0 ~玉 j~n

)はSまたはPj (S)を表わす (Pjは任意のプロセス、 iとjは

向時にOにはならない〉。

i蚤予言BPIま、 Pbodyで表わされるプロセスを実行することを

g的とする。しかしあるPrecondが成り立つ時は例外とし

て他のプロセスの実行を行なうことができる。 Pbodν が実

行された後はPostcondで示される条件によって次に行なう

プロセスが指定される。

計算機システムの状態中には伊iえばドキュメントやグラ
フィックスのファイル、画面上lこ関かれているウインドや

システムクロック等の情報が含まれている。一般にソフト

ウェア開発過程を複数の併に対応させ、そのBP及び補助的

に用いるBPの諮定義の記述を開発過程のBP記述という。(

合成または並列プロセスはBPの定畿中に直接番く。)

3. ソフトウェアプロセス記述言語SPDL

PDLでBP記述を行うことは可能であるが，記述性や可読

性lこ問題がある.そこで我々は，プロセス記述支援用に，

BP記述を自然に行えるよう言語SPDLを新たに設計した.

SPDLのプログラムは4意に述べる処理系によってPDLプロ

グラムに変換された後，実行される.また，細かい操作を

具体的l己記述できるよう， PDLの記述を埋め込むことも出

来る.

次にSPDLの構文を示す. SPDLプログラムは以下lこ示すよ

うに，データ型定義部，プロダクト宣言部，プロセス定義

部，関数定義部より成る.データ裂定義部ではプロダクト

の型定義を行い，プロダクト宣言部では扱うプロダクトの

祭合の宣言を行う.動作の定義はプロセス定義部で行う.

また，各プロセスの申で使用する関数は，関数定義部で定

義される.関数定義部の構文は， PDLと同様である.

sort 

データ型定義部

end 

product 

プロダクト宣言部

end 

プ口セス定義部

関数定後部

プロセス定義郊では， BPの定義の系列を記述する.各BP

の定義は，以下に示すように，入出力プロダクトの宣言部，

サププロセス宣言部，変数宣言部，前提条件記述部 Pre-

cond，本体記述部，完了条件記述部 Postcondから成って

いる.

processプロセス名

[入力プ口ダクト列→出カプ口ダクト列怠

childサブプロセス名の強び，
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var変数宣言部

{前提条件式:オベレーション)

[プ口セス系列式]

(完了条件式:オベレーション)

endproc 

簡単な例として c言語を用いた一般的なプログラム開発
のプロセスを記述したものを図 11こ示す.

4. S PDL処理系

ここでは，現在作成中のSPDL処理系の概要について説明

する. SPDL処理系は対話形式で，プロセス記述を支援する

エディタ/コードジェネレータと. SPDLによる記述をPDL

の記述に変換するトランスレータで構成される. トランス

レータによって生成されたPDL記述をPDLインタープリタ

で実行することで，ソフトウェアプ口セスの支援を行うこ

とが出来る(図2). 

エディタ/コードジェネレータは各プ口セスにおけるサ

ブプロセスや前提/完了条件，分岐先などを対話的に入力

するための視覚的なユーザーインタフェースを持ち. SPDL 

プ口グラムの作成支援に用いられる.

/キ ProductClass Definitionキ/

sort 
document is set of text; 

end 

/* Input/Output Product Declaration牟/
product 
Spec document; 

end 

/キ ProcessDefinitionキ/
process main[ Spec -) Source. Exec ] := 
child edit.compile.link. test; 

o 
[ i n i t. ed i t ] /キ initis a primitive process傘/

o 
endproc 

process edi t[ Spec -) Source ] : = 
chi ld Viewer. Edi tor; 

o 
[ Viewer I Editor ] 
(true compile;) 

endproc 

process compile[ Source→Object ] := 
child Compiler; 
( ! Ex i s t ( Sou r ce) ed i t; ) 

[ Compiler ] 
( statusO ・ 1ink; 
true edit; ) 

endproc 

図 1 プロセスの記述例

トランスレータは. SPDLプログラムをPDLのプログラム

に変換する.各プロセスはライブラリを利用してPDLの基

本関数や定義関数に援き換えられる.その定義が完全でな

い関数がある場合は，変換時lこ警告が出される(しかし

PDLインタープリタに未定義関数処理機能が用意されてい

るので，エラーとはならない). 

5. おわりに

ソフトウェア開発過程を形式的i己記述するための枠組BP
記述，及び. BP記述モデルに慈づくソフトウェアプロセス

記述言語SPDLを提案するとともに. SPDL処壊系の概妥を紹

介した.現在. SPDL処理系のプ口トタイプの機築と言語仕

様の評価，更に，効率的なプロダクト管恕方法についての

研究を行っている.

参考文献

[1] L.OsterweiI:"Software processes are software 

too".Proc.of 9th lCSE.PP.2-13(1987) 

[2] L.G.Williams・"Softwareprocess modeling 

A behavioral approach'¥Proc.of 10th ICSE. pp174-

186(1988) 

[3]鈴木，片山 "HF S Pモデルに基づくソフトウェア

プ口セス記述言語¥日本ソフトウェア科学会第5回

大会論文集.B2-4. pp. 93寸6

[4]荻原，飯田，新図，井上，鳥居ソフトウェア開発

環境記述用関数型言語の設計と処理系の試作¥{言学

技報.COMP88-73. 

[5]稲田，荻原，井上，菊野，鳥居ゾジャクソン開発法

の形式的記述の詳級化とその実行イ言学技報.COMP88 

-74. 

POl純理系

図2 SPDL処理系

， 
e 
E 




